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阪
神
大
震
災
（
一
九
九
五
年
）
以
降
、
地
震
や
風
水
害
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

大
分
県
内
で
も
約
八
百
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し

「
も
し
も
」
に
備
え
て
い
る
。
災
害
時
の
活
動
の
一
端
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
県
内
の
現
状
と
課
題
を
探
っ
た
。

　(

二
〇
〇
六
年
十
一
月
六
日)

ニ
ー
ズ
把
握　

最
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
多
岐
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
地
震
机
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
災
害
発
生
直
後
は
救
急
・
救
命
が
優
先

もし大分市中心部で大地震が起きた
ら…と、ボランティアセンターの立
ち上げを机上でシミュレーションす
る社会福祉協議会の職員たち
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も
し
大
分
市
中
心
部
で
大
地
震
が
起
き
た
ら
―
。
新
潟
県
中
越
地
震

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
し
た
県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
四

人
が
「
ど
う
す
る
か
」
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

▼  

緊
急
活
動
の
妨
げ
し
な
い  

▲

　
「
ま
ず
」
と
県
社
協
の
村
野
淳
子
さ
ん
（
43
）
が
切
り
出
し
た
。「
被

災
状
況
の
収
集
が
必
要
。
発
生
直
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
必

要
と
さ
れ
る
状
況
に
は
な
い
、
と
情
報
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

災
害
の
発
生
直
後
は
警
察
や
消
防
、
地
域
住
民
に
よ
る
救
急
・
救
命

活
動
が
最
優
先
。
避
難
生
活
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
、
緊
急

活
動
の
妨
げ
と
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
た
め
の
連
絡
・
調
整
に
当
た
る
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
る
要
件
は
何
か
。
四
人
は
「
避
難

所
に
人
が
あ
ふ
れ
、
混
乱
し
て
い
る
」「
県
外
か
ら
の
支
援
が
始
ま
る
」

「
被
災
規
模
が
大
き
く
、
自
力
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
寄
せ
ら
れ

る
」
な
ど
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
挙
げ
た
。

▼  

中
心
の
社
協
信
頼
が
カ
ギ  

▲

　

で
は
、
ど
こ
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
れ
ば
い
い
の
か
。「
メ
ー
ン
と

な
る
セ
ン
タ
ー
は
被
災
地
に
近
く
、
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
所
。

広
い
駐
車
場
も
必
要
」
と
竹
田
市
社
協
の
水
野
匡
也
さ
ん
（
34
）。「
別

大
国
道
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
別
府
市
内
は
駄
目
。
大

ボランティアの活動は広範囲にわたる

明日を守る～防災立県めざして　p. 3



分
市
豊
饒
の
南
大
分
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
辺
り
が
適
地
か
な
」
と

村
野
さ
ん
。
大
分
市
社
協
の
足

立
貴
昭
さ
ん
（
33
）
は
「
セ
ン

タ
ー
は
大
分
市
の
支
所
単
位
で

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

が
、
具
体
的
な
候
補
地
は
決

ま
っ
て
な
い
の
が
実
情
」
と
続

け
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
聞
、
テ

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
現
地
の
情
報
を
発
信
。
被

災
地
域
に
チ
ラ
シ
を
配
り
、
被
災
者
が
ど
ん
な
支
援
を
求
め
て
い
る
か

（
ニ
ー
ズ
）
を
集
め
る
。
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
し
て
▽
ニ
ー
ズ
の
収
集

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
付
け
▽
活
動
の
割
り
振
り
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）

▽
活
動
内
容
と
状
況
の
説
明
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
▽
救
援
物
資

の
受
け
入
れ
―
な
ど
が
必
要
と
列
挙
し
た
。

　
「
中
で
も
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ
か
め
る
か
ど
う
か
が
最

も
重
要
」
と
中
津
市
社
協
の
吉
田
瑞
穂
さ
ん
（
41
）。「
セ
ン
タ
ー
の
中

心
は
社
協
と
な
る
。
そ
れ
が
住
民
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

日
ご
ろ
か
ら
の
活
動
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
。

▼  

分
析
と
評
価
資
金
管
理
も  

▲

　

そ
の
日
の
活
動
の
分
析
と
評
価
、翌
日
の
活
動
の
組
み
立
て
と
記
録
・

情
報
発
信
、さ
ら
に
活
動
に
必
要
な
資
金
の
管
理
・
会
計
と
い
っ
た
〝
裏

方
〟
的
な
活
動
も
重
要
だ
。
水
野
さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
れ
を
ま
た
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が

必
要
と
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

話
題
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
モ
ラ
ル
に
も
及
ん
だ
。「
い
ろ
ん
な
人
が

集
ま
っ
て
く
る
か
ら
、
協
調
を
図
る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
、
火
事
場

泥
棒
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
吉
田
さ
ん
。「
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

事
前
に
登
録
し
た
人
し
か
受
け
付
け
な
い
の
で
は
活
動
に
な
ら
な
い
」

と
水
野
さ
ん
。

　

足
立
さ
ん
は
「
県
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
う
受
け
入
れ
、
ど

う
活
動
を
し
て
も
ら
う
か
。
事
前
に
、
地
元
が
し
っ
か
り
と
し
た
ス
タ

ン
ス
を
持
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
込
ん
だ
。

訪れたボランティアに活動を割り振りする新潟県川口町
ボランティアセンター（2004 年 11 月）
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」

と
呼
ば
れ
た
阪
神
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
、
大
分
県

で
は
一
九
九
七
年
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
、
日
本
赤

十
字
社
県
支
部
を
中
心
と

し
て
「
大
分
県
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」

（
現
在
は
県
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

が
誕
生
し
た
。

　

当
初
は
特
別
な
技
術
や

能
力
を
持
つ
団
体
の
所
属

者
の
み
だ
っ
た
が
、「
地
域

で
の
助
け
合
い
が
必
要
」

と
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
も
参
加
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
約
八
百
人
が
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

　

登
録
は
個
人
レ
ベ
ル
で
、
各
団
体
に
所
属
す
る
人
は
災
害
時
、
所
属

団
体
が
連
絡
窓
口
に
な
る
。「
各
団
体
と
常
に
連
携
を
取
れ
る
体
制
は

大
分
独
自
の
シ
ス
テ
ム
」（
県
社
協
）
と
い
う
。

　

毎
年
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
研
修
が
開
か
れ
、

現
在
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
約
百
七
十

人
。
災
害
時
に
、
活
動
の
中
核
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立

ち
上
げ
る
訓
練
も
本
格
化
し
て
き
た
。
県
地
域
防
災
計
画
は
「
県
と
市

町
村
は
大
規
模
災
害
発
生
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
促
す
と
と
も

に
、
そ
の
活
動
が
円
滑
、
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
い
、

相
互
協
力
の
体
制
を
構
築
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。

●
物
資
整
理
、
心
の
ケ
ア
…

　

救
援
物
資
の
整
理
・
運
搬
や
避
難
所
の
掃
除
、
炊
き
出
し
、
被
災
者

の
心
の
ケ
ア
…
。災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
「
被
災
者
の
話
を
よ
く
聞
き
、
一
緒
に
歩
ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢
が

県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
97
年
誕
生
、
約
８
０
０
人
が
登
録
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求
め
ら
れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
元
の
思

い
を
実
現
す
る
と
い
う
活
動
」
と
県
社

協
の
村
野
淳
子
さ
ん
（
43
）。
新
潟
県

の
中
越
復
興
市
民
会
議
事
務
局
長
、
稲

垣
文
彦
さ
ん
（
39
）
は
「
被
災
者
の
た

め
に
何
を
す
る
か
で
は
な
く
、
一
緒
に

掃
除
を
し
た
り
食
事
の
準
備
を
し
た

り
、
互
い
の
関
係
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
大
切
。
支
援
す
る
、
さ
れ
る
と
い
う

関
係
で
は
な
い
」
と
強
調
す
る
。
あ
く

ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
救
助
や
被
災
家
屋
で
の
作
業
、
雪

下
ろ
し
な
ど
危
険
を
伴
う
活
動
は
行
わ
な
い
の
が
基
本
。
被
災
者
の
自

立
を
支
援
す
る
の
が
目
的
で
、活
動
の
引
き
際
の
判
断
も
重
要
と
な
る
。

「理解がまだ浸透して
いない」と村野さん

　

災
害
時
、
大
分
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
う
ま
く
機
能
す
る
だ
ろ
う
か
。
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
県
社
協
内
）
の
村
野
淳
子
さ
ん
に
、
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

ま
ず
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
昨
年
七
月
の
集
中
豪
雨
の
直

後
、九
重
町
の
土
砂
災
害
の
状
況
を
見
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
申
し
出
た
が
、

町
は「
外
か
ら
の
受
け
入
れ
は
必
要
な
い
」

と
の
返
事
だ
っ
た
。

　

結
果
的
に
、
隣
の
玖
珠
町
社
協
か
ら
の

派
遣
が
実
現
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
理
解
が
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
と

痛
感
し
た
。

　

被
災
地
は
長
期
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

が
必
要
に
な
る
。
当
面
の
が
れ
き
や
土
砂

の
撤
去
、
炊
き
出
し
な
ど
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
頼
り
、
被
災
地
の
住
民
は
少
し
で
も

体
力
を
温
存
し
た
方
が
い
い
。

　

そ
し
て
、
重
要
な
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
束
ね
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
。

こ
れ
は
机
上
だ
け
で
は
学
べ
な
い
。
現
場

に
行
き
、
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
〝
空

気
〟
や
被
災
者
の
悲
痛
な
気
持
ち
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
大
切
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
全
体
を
見
わ
た

し
て
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
指
導

す
る
す
べ
を
身
に
着
け
る
必
要
が

あ
る
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
の
と
き
は
急

き
ょ
、
通
常
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
修
を
と
り
や
め
、
社
協
職

員
四
人
の
現
地
派
遣
研
修
に
切
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
へ　

　
　
　
　

現
場
で
の
経
験
必
要

●
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局

村
野
淳
子
さ
ん
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替
え
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
公
費
を
使
う

の
は
お
か
し
い
」
と
の
見
方
も

あ
っ
た
が
、「
大
分
が
被
災
し
た

と
き
役
に
立
つ
人
材
を
育
て
た

い
」
と
主
張
し
た
。

　

県
外
か
ら
の
物
資
や
人
を
ど

う
受
け
入
れ
る
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
同
士
の
連
携
も
欠
か
せ
な
い
。

長
期
的
な
計
画
を
立
て
、
人
材

育
成
が
で
き
る
予
算
の
確
保
、

基
金
の
設
置
な
ど
を
訴
え
た
い
。

　

た
だ
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
あ
く
ま
で
も
日
常
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
延
長
。
高
齢
化

が
進
み
、
要
援
護
者
が
多
い
地

域
を
中
心
に
、
し
っ
か
り
と
し

た
組
織
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ

ば
対
応
で
き
な
い
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
や
通
信
が
途
絶
し
た
と
き
、
ど
う

や
っ
て
外
部
に
支
援
を
求
め
る
か
を
想
定

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

山中連隊長「共
同防災訓練を」

　

新
潟
県
中
越
地
震
へ
の
災
害
派
遣
で
、

旧
山
古
志
村
（
現
長
岡
市
）
の
全
村
避
難

を
担
っ
た
陸
上
自
衛
隊
第
三
十
普
通
科
連

隊
（
新
発
田
市
）。
山
中
敏
弘
連
隊
長
（
一

等
陸
佐
・
大
分
市
出
身
）
は
「
一
年
目
の

冬
は
、
記
録
的
な
豪
雪
が
被
災
地
を
襲
っ

た
。
被
災
者
宅
の
雪
下
ろ
し
を
間
接
的
に

支
援
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

作
業
そ
の
も
の
で
な
く
、
村
民
の
安
全

と
非
常
時
の
通
信
・
救
助
体
制
の
確
保

だ
っ
た
。「
住
宅
は
私
有
財
産
で
あ
り
、

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
要
件
で
あ
る
公
共

性
を
満
た
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、

見
守
り
活
動
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
」
と
い
う
。

　

山
中
連
隊
長
は
「
阪
神
大
震
災
以
後
、

手
続
き
が
簡
素
化
し
、
自
衛
隊
の
活
動
範

囲
は
徐
々
に
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、

自
衛
隊
や
警
察
、
消
防
と
い
っ
た
組
織
は

緊
急
性
や
公
共
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

ど
こ
か
で
一
線
を
画
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
、
個
別
の

細
か
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
存
在
を
評
価
す
る
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
が
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

て
円
滑
な
被
災
者
支
援
を
実
現

す
る
に
は
、
互
い
の
能
力
を
よ

く
知
る
べ
き
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
も
参
加
し
た
共
同
防
災

訓
練
が
必
要
」
と
強
調
し
た
。

互
い
の
能
力
知
り
、
対
応
を

●
旧
山
古
志
村
全
村
避
難
を

　
担
っ
た
陸
自
第
30
普
通
科
連
隊
山
中
敏
弘
連
隊
長
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個
人
情
報
保
護
に
配
慮
必
要
　
同
意
得
て
収
集
を

　
「
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
、
災
害
時
要
援
護
者
の
名

簿
は
作
成
し
た
方
が
い
い
。
だ
が
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」。山
崎
栄
一
・
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
助
教
授（
災

害
法
制
）
は
こ
う
指
摘
す
る
。

　
「
原
則
と
し
て
、
個
人
情
報
の
取
得
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
目
的
を

明
確
化
し
、
本
人
の
同
意
を
得
て
情
報
を
集
め
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が

必
要
。
取
得
し
た
情
報
を
別
の
行
政
部
局
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
提

供
す
る
場
合
に
も
、
本
人
の
同
意
が
必
要
」
と
い
う
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
情
報
を
集
め
る
方
法
に
は
①
行
政
や
自
主
防
災

組
織
が
要
援
護
者
本
人
に
直
接
働
き
掛
け
、
必
要
な
情
報
を
把
握
す
る

「
同
意
方
式
」
②
制
度
に
つ
い
て
周
知
し
た
上
で
、
台
帳
へ
の
登
録
を

希
望
す
る
人
を
集
め
る
「
手
上
げ
方
式
」
③
福
祉
関
係
部
局
が
持
つ
情

報
を
防
災
関
係
部
局
も
共
有
す
る
「
共
有
方
式
」
―
が
あ
る
。

　

山
崎
助
教
授
は
「
ど
の
方
式
が
い
い
か
、
行
政
が
ど
う
か
か
わ
る
べ

き
か
は
、
都
市
部
か
農
村
部
か
の
違
い
や
、
地
域
住
民
の
横
の
つ
な
が

り
の
強
さ
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
一
概
に
ど
う
す
べ
き
だ
と
は
言

え
ず
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
す
。
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法人別府
大学が、大分の文化振興の一助となることを願って立ち上げた
インターネット活用プロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一
環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承していくうえで重要
な、さまざまな文書や資料をデジタル化して公開します。そして、

読者からの指摘・追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発
展を図っていきたいと願っています。情報があれば、ぜひ NAN-
NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「明日を守る～防災立県めざして」以外
にもデジタルブック等をホームページで公開しています。イン
ターネットに接続のうえ下のボタンをクリックすると、ホーム
ページが立ち上がります。まずは、クリック！！！

別 府 大 学

ⓒ 大分合同新聞社

デジタル版「明日を守る～防災立県めざして」　第 35 回
編集　　　　   大分合同新聞社
初出掲載媒体  大分合同新聞（2006 年１月 1 日～ 2007 年 3 月 5 日）

《デジタル版》
 2012 年 3 月 30 日初版発行
編集　大分合同新聞社
制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部／川村研究室
発行　NAN-NAN 事務局  
　　   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  企画調査部内）

ⓒ 大分合同新聞社

●デジタル版「明日を守る」について
　「明日を守る」は、大分合同新聞社が創刊 120 周年記念事
業として大分大学と立ち上げた共同プロジェクトの一環で、
2006 年１月から翌３月まで、同紙朝刊に掲載した連載記事。
今回、デジタルブックとして再構成し、公開する。登場人物
の年齢をはじめ文中の記述内容は、新聞連載時のもの。
2011 年８月５日　  　　　 　　　　           NAN-NAN 事務局
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http://www.beppu-u.ac.jp/
http://www.nan-nan.jp/
http://www.oita-press.co.jp/
http://www.oita-press.co.jp/
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